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餅飯殿通りの続きにあるのが、しもみかど商店街、。最近、
しもみかど商店街協同組合 カラー舗装が完成、坂道のためのすべり止めも施され、商店街
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近くには高畑・杉ケ町線の着工も予定され、その時の発展をみ、こしての準備を進めてぃるとのこと。新生
'しもみかど商店街、が誕生する日も近い。(メモ〕理事長古田豊治郎.組合員数29名
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(総理府統計局)

トを除く)(奈良職安統計)

上田会頭が逝去
景気動向調査まとまる.・・
「オーバーストアーに悩む藤沢市を視察して」
人の使い方
丘1、31ミ系茎牲tのカンど'とろ・・・・ー・・ー・
業界短信
ネ兇q)^・ーこシ・
求職者情報
主要経済指標一ーー
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お問い合せは・・・ー
奈良公共職業安定所

職業紹介係まで
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管理技術者
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労務管理、生産
管理約U年

'-t=

験

栄養士
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設備管理経験
15年
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務

経理事務

手取賃金
(月収)

子

す、し、
経験

経理事務

確定申告の受付

今月15日まで
ご相談は当所中小企業相談所まで

TEL⑳6222代

160,000円

200,000円

180,000円

210,000円

150,000円
m務 11.4年
レストランホール主任

10年

一般事務兼
和文タイプ

和食調理
16年

人

奈良県倒産状況 1月

昭和54年3月10日(毎月1回10日発行)
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病院

勤務地甑模 P勤務時問
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一般事務

5年
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(日曜)

出納事務 1.9年
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奈良市
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通

奈良大阪

、良市
通

奈良天理
通

入
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85,000円

85,000円

80,000円

120,000円

00

9.00~22.00
(平曜)

信用金庫 26年

前年同月

3年

月

4

9.00~17.00
(日日)

金

(内整理を含む負債1,000万円以上)帝国興信所

乗客数 a月)

不問

不問

不闇

不問

不問

9億1,000万円

8.30~5.00
(日曜・祝日)
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額

摘要

月別

9.00~5.00
(日曜・祝日)

3億6,000万円

配偶者
の有無
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8.30~5.00
(日曜・祝日)

25億
4,500万円

奈良市消費者物価指数
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8.30~5.00
(日曜・祝日)
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学歴・資格

8.30~5.00
(日曜・祝日)

国鉄奈良駅

中卒、大型自動車
免許、三級整備士

12

不問

不問

不問

不問

不問

総合

大卒(工学筈D
普通自動車免許

月

乗

1

高卒(普通科)、高圧也気技術
、ビル管理士、一級ポイラ
一技士、普通自動車免許

奈良市

奈良市

奈良市

奈良

奈良

120.1

(国鉄奈良駅・奈良交通)(人)

客

月

奈良交通名所めぐり

中卒

444,767

△1.2

奈良公園

局卒(商業科)
珠算・簿記3級

12月

120.6

乗

468,348

短大卒
栄養士(免)

客

職業訓練校54年3
月経理事務科卒

0.4

2,679

食料

職業訓練校54年3
月経理事務科卒

3.4

高卒(商業科)
和文タイプ3級

5,920

職業紹介状況(1月)
(学卒、
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高卒
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新規求人者数

114.5

117.2

(昭和50年=10の

光熱

月間有効求人数

1,673

充
新規求職者数

有
有
有
有
有

一
ミ
一

無
無
有
無
無

本

良
通
良
通
良
通
良
通
良
通

ト
゛

率

一
*
三
1

昇
前対

一
●
1

上

0
＼ノ

計

,
ー
.
嘘
.
ξ
連
,
 
U
ミ
?
゛
゛
イ
、
り
イ
:
;
 
4

登
W
爽
N
路

先
日
、
「
新
し
く
支
店
を
オ
ー
プ

ン
し
た
の
で
P
R
し
て
も
ら
え
な
い

か
」
と
い
う
方
が
み
ぇ
ら
れ
た
。
も

ち
ろ
ん
喜
ん
で
お
妥
け
し
、
本
紙
一

0
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
て
頂
い
た
▼

当
ニ
ユ
ー
ス
紙
上
で
何
回
も
繰
り
返

し
言
っ
て
い
る
と
と
で
す
が
、
機
関

誌
の
使
命
は
、
会
員
と
の
パ
イ
プ
役

が
本
来
の
姿
。
一
方
的
な
情
報
の
提

供
だ
け
で
は
、
と
の
目
的
は
果
た
せ

な
い
と
当
所
で
は
考
え
ま
す
▼
前
述

の
オ
】
プ
ン
P
R
の
抵
か
「
と
ん
な

新
製
品
が
で
き
だ
」
あ
る
い
は
娯
楽

的
な
雑
交
で
も
結
構
で
t
。
遠
慮
な

く
当
所
会
議
所
ニ
ユ
ー
ス
係
ま
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
▼
と
の
。
ハ
イ
プ
を
み

な
さ
ん
の
手
で
少
し
で
も
太
く
、
強

い
も
の
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
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会
頭
職
務
代
理
者
に

小
林
茂
市
副
会
頭

第
Ⅲ
回
緊
急
常
議
員
会
開
く
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経
済
界
の
重
鎮

上
田
慶
治
本
語
殘
逝
去

上
田
会
頭
逝
去
に
伴
う
今
後
の
会

議
所
運
営
を
協
議
す
る
た
め
、
先
月

十
五
日
、
緊
急
常
議
員
会
を
開
催
。

当
面
の
事
業
運
営
に
対
処
す
る
た
め

会
頭
職
務
代
理
者
と
し
て
小
林
茂
市

副
会
頭
を
選
任
し
だ
。

同
常
議
員
会
に
は
上
田
会
頭
の
計

報
を
聞
い
た
常
議
員
二
十
二
名
が
出

席
。
黙
構
の
あ
と
椿
議
に
入
っ
た
。

ま
ず
会
頭
の
後
任
に
つ
い
て
開
高

副
会
頭
よ
り
過
日
の
副
会
頭
会
議
で

.
キ
,
、

■
、
゛
、
見
、
、

じ
一
、
・

筆
頭
副
会
頭
の
小
林
茂
市
氏
を
会
頭

職
務
代
理
者
に
選
任
そ
の
専
決
事

項
承
認
に
つ
い
て
は
か
り
、
満
場
一

致
で
承
誓
れ
た
。

ま
た
、
葬
儀
の
形
式
に
つ
い
て

は
、
南
都
銀
行
と
当
所
と
の
合
同
葬

で
実
施
す
る
意
向
が
示
さ
れ
、
了
承

さ
れ
た
。

な
兆
、
小
林
会
頭
職
務
代
理
者
の

任
期
は
、
議
員
改
選
が
行
わ
れ
る
九

月
ま
で
。

当
所
会
頭
上
田
慶
治
氏
(
南
都

銀
行
頭
取
)
は
、
先
月
十
三
日
午

後
三
時
三
十
分
、
静
養
先
の
三
重

県
久
居
市
榊
原
温
泉
で
、
急
性
心

不
全
の
た
め
逝
去
さ
れ
ま
し
た

茲
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す

、

上
田
会
頭
は
、
奈
良
市
西
の
京

町
の
出
身
。
大
正
十
五
年
、
大
阪

高
商
を
卒
業
後
、
吉
野
銀
行
(
南

都
銀
行
の
前
身
)
に
入
行
。
以
来

調
査
、
業
務
部
長
等
を
歴
任
、
昭

和
四
十
七
年
に
専
務
取
締
役
を
経

て
、
取
締
役
頭
取
に
就
任
。
そ
の

半
世
紀
を
銀
行
業
務
一
筋
に
歩
ん

で
こ
ら
れ
た

会
議
所
と
し
て
は
、
昭
和
四
十

七
年
十
二
月
工
議
員
に
就
任
以

来
、
常
議
員
・
副
会
頭
を
歴
任

五
十
一
年
十
月
か
ら
は
前
大
森
久

司
会
頭
(
故
人
)
の
後
を
受
け

新
ら
し
く
会
頭
に
就
任
さ
れ
た

と
の
間
、
五
十
二
年
十
一
月
に

は
中
小
企
業
の
育
成
と
振
興
に
寄

与
し
た
功
績
で
勲
三
等
瑞
宝
章
を

受
章当

所
執
行
機
関
で
あ
り
、
毎
週

定
例
に
も
た
れ
る
正
副
会
頭
会
議

に
は
万
難
を
排
し
出
席
し
、
当
所

の
実
施
t
る
各
種
行
事
に
も
常
に

情
熱
を
傾
注
す
る
な
ど
当
所
発
展

の
た
め
尽
力
さ
れ
た

な
太
、
本
葬
は
、
南
都
銀
行
と

当
所
の
合
同
葬
と
し
て
二
月
二
十

四
日
、
県
公
会
堂
に
お
い
て
約
三

千
人
琴
列
t
る
な
か
し
め
や
か

に
営
主
れ
た

一
ナ

故
上
田
会
頭
の
ビ
霊
前
に
奈
良

商
工
会
議
所
一
同
を
代
表
し
て
謹

ん
で
弔
辞
を
捧
げ
深
く
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
t
。

と
の
た
び
あ
ま
り
に
も
突
然
な

る
会
頭
の
悲
報
に
接
し
ま
し
て
、

日
頃
温
容
で
に
と
や
か
な
太
顔
が

未
だ
に
眼
に
浮
び
、
そ
の
急
逝
t

ら
信
ず
る
と
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

あ
な
た
は
、
奈
良
市
に
生
を
う

け
ら
れ
、
大
正
十
五
年
吉
野
銀
行

に
入
行
以
来
、
若
く
か
ら
英
明
の

聞
え
高
く
、
銀
行
一
筋
の
道
を
歩

ま
れ
、
昭
和
四
十
七
年
株
式
会
社

南
都
銀
行
の
取
締
役
頭
取
に
ビ
就

任
き
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
優
れ
た
才
能
と
た
ゆ
ま
な
い
努

力
に
ょ
っ
て
、
そ
の
経
営
は
着
実

な
業
繊
を
あ
げ
ら
れ
、
地
方
銀
行

と
し
て
全
倒
優
位
の
確
固
た
る
地

歩
を
築
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

主
た
、
あ
な
た
は
推
き
れ
て
奈

良
商
工
会
議
所
会
頭
に
、
と
就
任
せ

ら
れ
る
や
、
地
域
商
工
業
の
振
典

と
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
を
賜

り
、
あ
わ
せ
て
奈
良
県
商
工
会
議

所
連
合
会
会
長
と
し
て
経
済
界
に

貢
献
さ
れ
た
ビ
偉
績
は
洵
に
大
き

く
、
そ
の
優
れ
た
識
見
と
温
情
溢

弔
辞

(

れ
る
お
人
柄
は
衆
人
の
知
る
と
と

ろ
で
あ
り
、
私
共
の
ひ
だ
す
ら
敬

慕
い
だ
す
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。

特
に
昭
和
四
十
八
年
会
議
所
の

永
午
に
亘
る
宿
願
で
あ
り
ま
し
た

会
館
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
当

時
副
会
頭
と
し
て
、
会
頭
を
補
佐

し
、
オ
イ
ル
シ
"
ツ
ク
に
伴
う
、

困
難
な
諸
事
情
の
も
と
日
夜
卒
先

し
て
心
血
を
注
が
れ
、
今
日
の
立

派
な
会
館
が
出
来
、
将
来
に
大
き

な
飛
躍
を
す
る
基
礎
を
船
つ
く
り

い
た
だ
い
た
と
と
は
忘
れ
得
な
い

と
と
ろ
で
あ
り
ま
す
.

昭
和
五
十
一
年
第
六
代
会
頭
に

ビ
就
任
後
は
、
行
動
t
る
商
工
会

議
所
に
脱
皮
t
る
た
め
、
昭
和
五

十
二
年
二
月
当
所
創
立
三
十
周
年

に
当
っ
て
は
、
万
堂
を
う
づ
め
る

会
員
大
会
に
船
い
て
、
今
日
の
不

況
を
の
り
と
え
、
健
全
な
経
済
発

展
を
期
t
る
た
め
に
は
会
員
の
総

結
集
を
は
か
り
、
英
知
を
も
っ
て

地
域
総
合
経
済
団
体
と
し
て
の
真

価
を
発
揮
す
べ
き
で
あ
る
と
説
か

れ
た
と
と
は
、
い
ま
な
太
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

爾
来
、
組
織
の
強
化
と
事
業
の

活
発
化
に
ひ
た
す
ら
意
を
用
い
ら

菓
冷

.

れ
卒
先
し
て
、
ご
指
導
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

と
の
よ
う
に
あ
な
た
は
、
温
六
合

の
中
に
熱
烈
な
郷
土
愛
と
使
命
感

を
も
っ
て
貫
か
れ
た
、
あ
な
た
の

ビ
佳
涯
は
、
い
つ
い
つ
ま
で
も
後

進
の
範
と
仰
が
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
り
ま
し
よ
う
。

今
日
、
商
工
会
議
所
の
使
命
ま

す
ま
t
重
き
を
加
え
、
会
頭
の
ビ

指
導
に
待
つ
と
と
ろ
誠
に
多
い
と

き
、
突
然
の
悲
報
に
接
し
、
私
共

会
員
一
同
驚
樗
し
、
惜
し
み
て
も

な
羚
余
り
あ
る
痛
恨
事
で
あ
り
ま

す
。私

共
は
、
今
と
と
に
会
頭
の
ビ

遺
志
を
継
承
し
、
と
れ
に
応
う
べ

く
一
同
精
進
す
る
と
と
を
謹
ん
で

コ
、

享
年
七
十
四
歳

」

2

.

,
(

'

号

.
'

r
(

ビ
霊
前
に
太
誓
い
申
し
上
げ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

願
わ
く
ば
、
泉
下
に
お
い
て
安

ら
か
に
眠
り
給
う
あ
な
た
の
御
霊

が
、
と
と
し
え
に
ビ
遺
族
を
{
寸

り
、
さ
ら
に
郷
士
に
限
り
な
き
発

展
と
平
和
を
も
た
ら
し
給
わ
ん
と

と
を
。と

と
に
合
同
葬
の
儀
に
あ
た

奈
良
商
工
会
議
所
を
代
表
し

り
、て

、
謹
ん
で
感
謝
の
誠
を
捧
げ
、

ひ
た
す
ら
ご
冥
福
を
発
祈
り
い
た

し
ま
し
て
、
船
別
れ
の
言
葉
と
い

た
し
ま
す
。

昭
和
五
十
四
年
二
月
二
十
四
日

奈
良
商
工
会
議
所

会
頭
職
務
代
理
者

副
会
頭
小
林
茂
市

」

.

.

、

3
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ゆ
る
や
か
な
回
復
基
調

依
然
厳
し
い
一
雇
用
状
勢

景
気
動
向
調
査
ま
と
ま
る

当
所
が
奈
良
市
産
業
界
の
景
気
動
向
を
把
握
す
る
目
的
で
定
期
的
に
実

施
し
て
い
る
景
気
動
向
調
査
の
結
果
が
と
の
服
ど
ま
と
ま
っ
た
。

調
査
は
三
0
三
社
(
九
業
界
)
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
に
ょ
り
実

施
、
う
ち
回
答
分
三
六
社
(
同
収
率
三
八
・
三
%
)
に
つ
い
て
と
り
ま

と
め
た
も
の
で
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

〔
調
査
期
間
)
昭
和
五
十
四
年
一
月
五
日
1
二
0
日

〔
調
査
対
象
期
間
」
昭
和
五
十
三
年
十
月
1
十
二
月
期
実
繊
と
昭
和
五
十

四
年
一
月
1
三
月
期
の
予
想
を
調
査
。

〔
総
括
概
要
)

最
近
の
わ
が
国
経
済
は
生
産
、
消

費
動
向
で
み
る
か
ぎ
り
ゆ
る
や
か
な

回
復
基
調
に
あ
る
も
の
の
輸
出
数
量

の
減
少
、
企
業
家
心
理
の
弱
体
化
等

に
ょ
り
全
体
と
し
て
依
然
景
気
は
停

滞
局
面
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
方
企
業
サ
イ
ド
で
は
と
の
低
成

長
の
中
で
減
量
経
営
の
効
果
金
利

水
準
の
低
下
及
び
輸
入
原
材
料
の
割

安
等
の
原
因
に
ょ
り
一
応
減
収
増
益

型
決
算
と
い
う
形
で
企
業
利
益
は
確

保
し
て
い
る
も
の
の
、
反
面
マ
ク
ロ

の
面
に
船
い
て
雇
用
条
件
の
悪
化
と

い
う
悪
条
件
が
発
生
し
、
日
本
経
済

全
体
と
し
て
み
る
場
合
、
深
刻
な
矛

盾
を
呈
し
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
経
済
を
取
り
巻
く
諸

も
予
断
は
許
き
な
い
よ
う
に
考
え
ら

れ
る
。

▽
生
産
売
上
活
動

生
産
売
上
活
動
は
「
増
加
し
た
」

三
六
・
ニ
%
、
「
横
ば
い
」
五
四
・

三
%
、
「
減
少
し
た
」
九
・
五
%
で

一
般
的
景
気
回
復
に
伴
い
ゆ
る
や
か

な
が
ら
も
増
加
基
調
に
あ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
特
に
小
売
業
で
増
加
し

た
と
す
る
企
業
数
の
割
合
が
四
五
・

ハ
%
と
目
立
っ
て
い
る
。

▽
仕
入
状
況
(
商
品
又
は
原
材
料
)

仕
入
状
況
は
「
増
加
し
た
」
三

ニ
・
ハ
%
、
「
横
ば
い
」
五
八
・
六

%
、
「
減
少
し
た
」
八
・
六
%
で
売

上
生
産
活
動
の
活
発
化
に
と
も
な
い

漸
次
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。一

方
仕
入
単
価
の
面
で
は
「
値
上

り
し
た
」
二
四
・
一
%
、
「
横
ば

い
」
六
九
・
ハ
%
、
「
値
下
り
し

た
」
六
・
一
%
で
全
般
的
に
値
上
り

基
調
に
あ
り
、
今
後
イ
ン
フ
レ
の
可

能
性
を
包
含
し
て
お
り
、
そ
の
防
止

対
策
が
期
待
さ
れ
る
。

マ
決
算
条
件

売
掛
金
回
収
状
況
は
「
好
転
し

た
」
五
・
ニ
%
、
「
横
ぱ
い
」
八
0

・
ニ
%
、
「
悪
化
し
た
」
六
・
九

%
、
「
ナ
シ
」
七
・
七
%
で
あ
り
、

手
形
サ
イ
ト
で
は
「
好
転
し
だ
」
 
0

・
九
%
、
「
横
ば
い
」
七
二
・
四

%
、
「
悪
化
し
た
」
四
・
三
%
、

条
件
、
例
え
ぱ
石
油
情
勢
東
京
ラ

ウ
ン
ド
、
円
高
、
物
価
動
向
等
の
不

透
明
要
因
が
錯
綜
す
る
中
で
企
業
活

力
の
弱
体
化
が
浸
透
し
、
今
後
の
景

気
自
律
回
復
力
は
弱
い
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

と
の
よ
う
な
情
勢
下
に
船
け
る
奈

良
経
済
界
は
県
公
共
事
業
の
順
調
な

進
捗
、
個
人
消
費
の
改
善
等
を
中
心

と
し
て
全
体
的
に
み
れ
ば
回
復
過
程

に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
雇

用
情
勢
を
み
る
と
き
有
効
求
人
倍
率

で
0
・
五
1
0
・
六
を
続
け
、
中
高

年
令
層
を
中
心
と
し
て
厳
し
い
現
状

に
あ
る
。

企
業
倒
産
に
つ
い
て
は
、
や
や
落

ち
着
き
を
み
せ
て
い
る
も
の
の
負
債

額
で
大
型
の
傾
向
が
み
ら
れ
、
今
後

ぐ

「
ナ
シ
」
ニ
ニ
・
四
%
で
全
般
的
に

現
金
決
済
が
多
く
、
ほ
ぽ
横
ぱ
い
で

推
移
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

▽
資
金
繰
り

「
好
転
し
た
」
-
 
0
・
三
%
、

「
横
ぱ
い
」
八
一
・
号
、
「
悪
化

し
た
」
八
・
七
%
で
企
業
経
営
動
向

の
改
善
及
び
金
融
緩
和
動
向
等
に
ょ

り
漸
次
好
転
の
方
向
に
あ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

マ
営
業
利
益

「
増
加
し
た
」
三
・
九
%
、

「
横
ば
い
」
五
八
・
六
%
、
「
減
少

し
た
」
ニ
ハ
・
五
%
で
依
然
水
面
下

に
あ
る
も
の
の
、
昨
今
の
景
気
回
復

傾
向
等
に
ょ
り
増
加
し
て
い
く
も
の

と
思
わ
れ
る
。

▽
現
況
に
つ
い
て

在
庫
状
況
に
つ
い
て
「
不
足
」
五

ニ
%
、
「
適
正
」
七
六
・
七
%
、

「
過
剰
」
一
八
・
一
%
で
在
庫
器

は
順
調
と
思
わ
れ
る
。

一
方
人
員
に
つ
い
て
は
「
不
足
」

二
六
・
七
%
、
「
適
正
」
六
五
・
五

%
、
「
過
剰
」
七
・
ハ
%
で
、
設
備

に
つ
い
て
は
「
不
足
」
二
四
・
一

%
、
「
適
正
」
七
一
・
六
%
、
「
過

剰
」
四
・
三
%
で
人
員
、
設
備
と
も

依
然
不
足
感
を
訴
え
て
い
る
。

マ
向
こ
う
三
力
月
間
の
業
況
の
見
通

し
、
設
備
投
資
計
画

業
況
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
「
好

転
t
る
」
三
・
一
%
、
「
横
ぱ
い

r
(

」
七
五
・
0
%
、
「
悪
化
す
る
」
一

ニ
.
九
%
、
 
B
S
1
0
 
・
四
〔
注
〕

で
全
般
的
に
不
透
明
度
が
強
ま
っ
て

し
る設

備
投
資
計
画
に
つ
い
て
は
「
着

工
中
」
二
・
五
%
、
「
計
画
あ
り
」

一
七
・
三
%
、
「
計
画
な
し
」
八
0

ニ
グ
ル
、
 
B
S
ー
マ
イ
ナ
ス
一
一
工

.

.

五
で
依
然
設
備
投
資
意
欲
は
乏
し

し
か
し
、
小
売
業
で
計
画
あ
り

、
0

しと
す
る
企
業
数
の
割
合
二
五
・
0
%

が
目
立
っ
て
い
る
。

▽
経
営
上
の
努
力
目
標
、
関
心
事

経
営
上
の
努
力
目
標
に
つ
い
て
は

「
販
路
受
注
拡
張
」
六
0
・
ハ
%
、

、

イ

「
新
製
品
開
発
」
一
三
・
一
%
、

「
合
理
化
・
省
力
化
」
二
六
・
一
%

で
、
合
理
化
・
省
力
化
へ
の
努
力
目

標
が
強
ま
っ
て
い
る
。

他
方
、
経
営
上
の
関
心
事
に
つ
い

て
は
「
物
価
問
題
」
六
八
・
一
%
、

「
求
人
問
題
」
一
六
・
ハ
%
、
「
金

融
問
題
」
一
五
・
一
%
と
な
っ
て
い

る
。

、
、

の
う

も
よ

の
し

な
ま

璋
正

、

馳
/
4
 
1
6

:
一
一
■
●
●
、
:
:
一
一
一
●
●

)(

〔
注
〕
 
B
S
1
・
景
気
全
般
の
見

通
し
に
つ
い
て
強
気
あ
る
い
は
弱
気

の
度
合
を
示
し
、
プ
ラ
ス
な
ら
強
気

楽
観
マ
イ
ナ
ス
な
ら
弱
気
悲
観
を

示
す
。

:
=
=

:
ニ
=
:
:
:
■
二
一
●
■

新
入
社
員
受
入
れ
の
時
期
を
む
か
え
当
所
で
は
恒

例
に
な
っ
た
「
新
入
社
員
研
修
会
」
を
実
施
し
ま

t
。詳

細
に
つ
い
て
は
先
般
送
付
し
た
案
内
状
を
参
照

の
う
え
該
当
者
の
ビ
差
遣
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

▽
日
時
四
月
十
日
1
十
二
日

各
日
と
も
午
前
十
時
1

午
後
四
時

▽
場
所
当
所
ホ
ー
ル

▽
講
師
男
子教

育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

森
本
正
樹
氏

式
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比
鞍
的
量
販
店
(
大
型
店
)
の
少

な
い
奈
良
市
も
、
西
部
を
中
心
に
そ

の
進
出
問
題
で
種
々
の
議
築
沸
騰

し
て
い
る
が
、
と
の
と
き
に
あ
た
り

奈
良
商
工
会
議
所
小
売
部
会
が
、
藤

沢
市
を
先
進
地
視
察
の
対
象
に
選
ん

だ
こ
と
は
全
く
適
切
で
あ
っ
た
。

昨
年
五
月
十
五
・
十
六
の
両
日
、

事
務
局
員
共
十
一
名
の
参
加
者
は
、

早
朝
六
時
四
十
分
近
鉄
奈
良
駅
を
発

ち
、
新
横
浜
、
横
浜
を
経
て
正
午
過

ぎ
藤
沢
市
に
到
着
。
午
後
一
時
よ
り

四
十
分
の
予
定
で
藤
沢
商
工
会
議
所

に
太
い
て
現
地
側
四
氏
と
共
に
懇
談

会
を
持
ち
、
熱
心
な
質
疑
応
答
の
た

め
大
幅
に
時
間
が
超
過
し
た
。

と
れ
は
主
と
し
て
量
販
店
(
大
型

店
)
の
進
出
が
、
消
費
老
に
歓
迎
さ

れ
る
と
云
う
錦
の
御
旗
と
、
地
域
開

発
に
つ
な
が
る
メ
リ
ッ
ト
面
の
み
が

強
調
さ
れ
る
奈
良
市
の
昨
今
、
オ
ー

バ
ー
ス
ト
ア
ー
に
ょ
る
、
テ
メ
リ
ッ
ト

を
嘆
く
藤
沢
市
の
状
態
を
把
握
t
る

と
と
に
ょ
り
、
前
者
の
轍
を
踏
ま
ぬ

よ
う
と
の
議
築
熱
心
に
論
じ
ら
れ

た
た
め
で
あ
る
。
即
ち
藤
沢
市
は
人

口
が
約
二
七
万
、
京
浜
地
区
の
べ
ッ

ド
タ
ウ
ン
と
し
て
、
な
お
急
増
し
て

,
.
"
.
、
'
一

ス
ト
ア
ー
に
脳
む

藤
沢
市
を
視
察
し
て

1

当
所
議
員
・
小
売
部
会
幹
事

鈴
木
恒
夫

船
り
、
高
額
消
費
材
の
購
入
は
東
京

を
志
向
t
る
と
い
う
、
県
都
及
び
観

光
面
を
除
い
た
奈
良
市
と
は
至
極
似

た
体
質
を
持
っ
て
い
る
。

国
鉄
藤
沢
駅
の
北
側
が
旧
来
の
藤

沢
市
で
あ
り
、
従
っ
て
商
店
街
も
駅

北
側
を
中
心
と
し
て
発
展
し
て
来
た

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
駅
南
側
の
田

園
地
帯
が
十
五
、
六
年
前
よ
り
再
開

発
さ
れ
、
昭
和
四
十
六
、
四
十
七
年

大
店
法
施
行
の
直
前
に
、
一
挙
に
五

つ
の
大
型
店
が
出
現
し
た
。
百
貨
店

の
十
字
屋
、
志
沢
、
江
の
電
。
ス
ー

バ
ー
の
オ
ー
ケ
ー
西
友
、
イ
ト
ー
ヨ

ー
カ
堂
、
田
原
屋
。
そ
れ
に
月
賦
大

手
の
緑
屋
の
五
店
が
そ
れ
で
あ
る
。

加
え
て
駅
北
側
に
ダ
イ
エ
ー
の
進

出
、
既
存
百
貨
店
の
「
さ
い
か
や
」

の
大
増
築
に
ょ
り
、
大
型
店
の
同
市

全
小
売
業
売
場
に
対
す
面
積
比
率
は

実
に
六
三
%
に
達
し
て
い
る
。
(
奈

良
市
は
二
三
%
)
そ
の
為
に
大
型
店

を
含
む
既
存
の
商
店
は
三
0
%
の
売

上
げ
減
に
泣
く
始
末
で
あ
り
、
又
進

出
後
の
大
型
店
全
体
も
、
そ
の
成
績

は
水
面
下
に
あ
る
状
態
を
続
け
て
い

る
。独

り
小
売
商
業
者
の
み
打
撃
を
蒙

つ
た
訳
で
は
無
い
。
私
共
一
行
が
藤

沢
に
着
く
な
り
目
を
見
張
っ
た
の
は

駅
北
面
に
そ
び
え
立
つ
真
新
ら
し
い

商
業
ビ
ル
。
藤
沢
市
が
駅
南
側
の
再

開
発
に
対
し
て
、
駅
北
側
の
再
開
発

の
切
札
と
し
て
建
設
し
た
商
業
ビ
ル

で
あ
る
が
、
核
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入

居
予
定
の
高
島
屋
が
、
オ
ー
バ
ー
ス

ト
ア
」
の
藤
沢
市
の
現
状
に
嫌
気
が

き
し
て
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
為
空
家
で

あ
る
。
市
費
-
 
0
五
億
円
を
投
じ
て

作
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い
商
業
ビ
ル
に

入
居
者
が
無
く
、
五
月
晴
の
空
に
き

ら
き
ら
と
輝
く
豪
華
な
ビ
ル
も
、
月

額
一
億
七
千
万
円
の
金
利
を
市
民
に

押
し
つ
け
る
無
惨
な
姿
と
な
っ
て
い

る
次
第
で
あ
る
。

無
秩
序
な
大
型
店
の
進
出
と
再
開

発
の
失
販
は
、
中
小
商
業
者
を
泣
か

せ
、
進
出
の
大
型
店
も
低
水
準
に
悩

ま
せ
る
の
み
で
無
く
、
市
の
財
政
に

ま
で
悪
影
響
を
招
来
す
る
結
果
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。
現
在
藤
沢
市
で
は

商
工
会
議
所
と
共
K
大
型
店
対
策
委

員
会
を
設
け
、
市
の
開
発
指
導
要
項

に
基
づ
き
指
導
を
強
化
さ
れ
て
い
る

と
れ
は
岡
本
小
売
商
業
部
会
長

゛
、
、
力が

機
を
改
め
て
詳
述
さ
れ
る
と
思
う

の
で
省
略
す
る
が
、
藤
沢
商
工
会
議

所
専
務
理
事
の
見
解
を
記
す
。

①
い
く
ら
市
(
自
治
体
)
よ
り
補

助
を
受
け
て
も
、
商
圏
の
拡
大
が

無
け
れ
ば
打
つ
手
が
無
い
。

②
大
型
店
と
小
型
店
の
共
存
共
栄

は
あ
り
得
な
い
、
鏡
存
競
栄
に
な

る
の
み
で
最
後
に
捻
捻
え
む
の
は

力
で
あ
る

0

も
と
よ
り
奈
良
と
藤
沢
は
街
の
生

い
立
ち
が
異
な
る
。
一
方
は
県
都
で

あ
り
、
有
数
の
観
光
都
市
で
も
あ
る

叉
一
方
は
京
浜
地
区
の
別
荘
地
保

養
地
と
し
て
の
歴
史
が
あ
る
。
併
し

現
在
は
そ
の
異
な
る
歴
史
以
上
に
大

都
市
の
通
勤
圏
内
の
べ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
の
類
似
面
が
強
い
。

と
の
時
に
オ
ー
バ
ー
ス
ト
ア
ー
に

悩
む
先
進
地
、
藤
沢
市
・
町
田
市
を

視
察
見
学
し
た
と
と
は
誠
に
有
意
義

で
あ
り
、
又
感
慨
深
い
も
の
で
あ
っ

た
。終

り
に
多
忙
な
時
間
を
私
共
の
た

め
に
ビ
提
供
い
た
だ
い
た
、
藤
沢
商

工
会
議
所
専
務
理
事
を
始
め
商
業
団

休
の
役
員
諸
氏
に
器
t
る
次
第
で

あ
る
。、

、
＼
熱
、
.
、
、
、
、
、
金
、
・
、
愚
＼
>
、
＼
余
:
＼
、
＼
、
、
、
＼
゛

奈
良
商
工
会
議
所

共
済
制
度

只
今
受
付
中
ノ
.

安
い
掛
で
金
幅
広
い
高
額
の
保
障

が
得
ら
れ
る
と
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
る
「
共
済
制
度
」
の
保
険
期
問
が

今
月
末
日
で
満
了
し
ま
す
。

と
の
た
め
、
今
月
と
来
月
に
わ
た

り
新
規
加
入
と
増
額
の
船
奨
め
の
た

め
係
員
が
お
伺
い
致
し
ま
す
の
で
ょ

ろ
し
く
太
願
い
致
し
ま
す
。

,
(

、

.

見
、

,
、
シ
寉
は

人
の
使
い
方

能
力
は
生
か
し
て
使
え

円
円
円

0
 
0
 
0

0
 
0
 
0

2
 
0
 
5

3
 
4
 
4

'
司
、

.
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ノ

自
分
が
能
力
以
下
に
し
か
評
価
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
不
満
を
持
っ
て

働
い
て
い
る
者
が
多
い
。
そ
れ
な

ら
、
自
分
は
能
力
が
も
っ
と
あ
る
と

い
う
と
と
を
主
張
し
、
そ
れ
を
発
揮

す
る
機
会
を
得
る
よ
う
に
つ
と
め
、

そ
れ
相
応
の
実
績
を
あ
げ
る
と
と
で

正
当
な
評
価
を
獲
得
t
る
よ
う
K
す

れ
ぱ
よ
い
と
思
う
の
に
、
日
本
人
と

い
う
の
は
、
自
分
か
ら
自
分
に
能
力

の
あ
る
と
と
を
主
張
し
た
り
、
そ
れ

を
発
揮
す
る
機
会
を
与
え
て
も
ら
う

よ
う
に
、
ま
わ
り
に
働
き
か
け
る
と

信
近

パ

ヨ

7

一

イ

レ
.

.
、

い
う
と
と
を
あ
ま
り
し
よ
う
と
し
な

、
0

し
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
下
手
に
自
分

の
能
力
の
売
り
と
み
な
ど
を
す
る

と
、
,
生
意
気
な
奴
,
と
か
,
目
立

ち
た
が
る
,
,
自
分
勝
手
だ
'
等
々

と
袋
だ
た
き
に
さ
れ
る
太
そ
れ
も
あ

る
か
ら
だ
。

,
出
る
杭
は
打
た
れ
る
,
の
た
と

え
も
あ
る
よ
う
に
わ
が
国
で
は
、
能

力
の
自
己
主
張
は
ビ
法
度
な
の
で
あ

る
。

と
ぅ
な
っ
た
の
は
、
棚
力
、
和

合
と
い
う
と
と
が
社
会
生
活
の
基
盤

で
、
職
場
の
運
営
も
集
団
主
義
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
と
の
協
力
、
和
合

を
基
盤
と
し
て
い
る
た
め
だ
が
、
と

う
し
た
な
か
で
能
力
を
正
し
く
評
価

さ
れ
る
た
め
に
は
ど
ぅ
し
た
ら
よ
い

か
と
い
う
と
、
ど
ぅ
し
て
も
間
接
的

方
法
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

間
接
的
方
法
と
は
自
分
が
主
張
す

る
の
で
は
な
く
、
ま
わ
り
の
者
誕

め
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
し
て
い
く

と
と
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
,
貸
し
'
を
つ
く
る
の

が
最
も
早
道
で
あ
る
。

仕
事
で
手
助
け
を
し
て
や
る
、
困

つ
て
い
る
と
き
に
相
談
に
の
っ
て
や

る
。
失
敗
を
か
ぱ
っ
て
や
る
。
等

々
、
貸
し
を
つ
く
る
機
会
は
い
く
ら

で
も
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
貸
し
を
作
っ
て
も
、
そ

の
貸
し
を
返
し
て
も
ら
う
と
と
を
要

求
し
な
い
と
い
う
と
と
も
重
要
な
と

と
で
あ
る
。

借
り
が
で
き
、
そ
の
返
済
を
求
め

ら
れ
な
い
と
な
る
と
、
日
本
人
と
い

う
の
は
、
,
義
理
,
と
か
,
恩
'
を

感
じ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
義
理
や
恩

を
感
じ
る
人
を
押
し
あ
げ
る
よ
う
に

働
く
の
で
あ
る
。

と
の
関
係
を
よ
く
理
解
し
て
い
な

い
と
わ
が
国
で
は
、
自
分
の
能
力
を

正
し
く
評
価
さ
れ
る
と
と
は
き
わ
め

て
困
難
で
あ
る
反
面
、
と
の
関
係
を

^
^
^
上
・
折
、
、
一
,
'
、
、
、
、
・
氷
^
ア
]
^
^
"

6

冬
ざ
る
＼
眺
め
の
中
に
塔
二
つ

カ
ト
レ
ア
も
仏
間
に
あ
れ
ば
ま
た
あ
は
れ

菜
の
咲
き
て
磯
笛
遠
く
き
き
す
ま
す

日
だ
ま
り
に
子
犬
九
わ
む
れ
水
ぬ
る
む

た
か
ぶ
り
て
あ
と
の
空
し
さ
寒
ら
の
り

う
つ
ろ
な
る
心
に
泌
む
や
夜
の
し
ぐ
れ

玄
関
に
真
白
き
ま
ま
の
靴
の
雪

(
見
舳

山
中
三
木
選

6

1
理
解
し
て
い
る
者
は
、
実
力
以
上
に

評
価
さ
れ
る
と
い
う
と
と
も
起
と
る

の
で
あ
る
。

,
あ
い
つ
に
く
ら
べ
て
、
俺
の
捻

う
が
仕
事
は
で
き
る
の
に
、
ど
し
て

て
あ
い
つ
は
課
長
に
な
っ
た
の
に
、

俺
は
と
り
残
さ
れ
た
ん
だ
。
ど
ぅ
に

も
納
得
で
き
な
い
'
な
ど
と
い
っ
た

不
満
を
よ
く
耳
に
す
る
が
、
と
ぅ
し

た
不
満
を
持
つ
者
は
、
と
の
関
係
を

考
え
て
み
る
と
と
だ
。

な
お
、
と
ぅ
し
た
日
本
的
特
質
を

不
合
理
と
感
じ
る
人
が
少
な
く
な
い

と
思
う
が
、
ど
ん
な
社
会
に
も
と
ぅ

し
た
不
合
理
は
あ
る
も
の
で
、
あ
え

て
日
本
の
社
会
だ
け
が
不
合
理
な
の

で
は
な
い
。

い
か
な
る
能
力
で
も
、
そ
の
発
揮

の
方
法
を
知
ら
な
け
れ
ぱ
、
能
力
は

生
か
し
て
使
え
な
い
も
の
で
、
と
と

に
あ
げ
た
の
は
日
本
社
会
で
の
能
力

の
生
か
し
方
の
基
本
な
の
で
あ
る
。

(
商
工
中
金
本
店
経
営
相
談
所

内
田
知
二
)

一
薫
繁

,

、

真響
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<
2
月
例
会
>

大
型
店
舗
出
店

計
画
を
考
え
る

去
る
2
月
玲
日
(
金
)
午
後
6
時
よ

り
当
所
5
階
会
議
室
に
お
い
て
(
水

谷
副
部
長
他
玲
名
参
加
)
鵠
シ
"
ツ

。
ヒ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
シ
ス
テ
ム
取
締

役
社
長
本
荘
次
男
氏
を
太
招
き
し
て

2
月
例
会
開
催
。

始
め
に
水
谷
副
部
長
は
、
わ
が
国

経
済
は
実
質
5
1
6
%
経
済
成
長
が

定
着
し
、
従
来
の
一
局
度
成
長
時
代
と

比
べ
半
減
t
る
と
い
う
減
速
経
済
の

中
で
企
業
問
競
争
が
激
化
す
る
中

で
、
奈
良
経
済
界
に
お
い
て
も
、
近

来
大
型
店
舗
出
店
計
画
が
相
い
つ
い

で
発
表
さ
れ
、
地
域
社
会
に
大
き
な

影
縛
を
与
え
て
羚
り
ま
す
。
と
の
よ

う
な
環
境
下
で
奈
良
経
済
を
考
え
る

場
<
口
、
大
型
店
問
題
を
切
り
雛
し
て

は
考
え
ら
れ
ず
、
次
代
を
担
う
青
年

と
し
て
、
真
剣
に
取
り
組
ま
ね
ば
な

ら
な
い
と
挨
拶
。

又
、
本
荘
氏
は
講
演
の
中
で
既
存

の
大
型
店
の
詣
は
全
国
的
平
均
よ

り
大
幅
に
う
わ
ま
わ
り
、
か
つ
、
人

口
増
加
の
可
能
性
が
大
き
い
と
と
ろ

か
ら
、
今
回
の
相
い
つ
ぐ
大
型
店
舗

出
店
茜
は
"
の
い
く
と
と
ろ
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
既
存
の
小
売

業
・
大
型
店
同
士
及
び
地
域
間
の
競

争
が
激
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
共

存
共
栄
を
基
本
と
す
る
地
域
的
課
題

と
し
て
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
力
説
。

本
荘
次
男
氏
(
S
ル
年
犹
月
2
日
生
)

S
鈴
年
慶
応
大
学
法
学
部
卒
業

S
託
年
山
一
証
券
調
査
部
勤
務

S
"
年
朕
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
シ
テ

す
1
勤
務
、
一
貫
し
た
シ
"
ツ
。
ヒ

ン
グ
ス
ト
ア
の
企
画
・
開
発
・
運

営
を
て
が
け
る
。

S
認
年
奈
良
フ
ー
リ
ー
・
マ
ネ

ジ
十
 
1
を
最
往
妹
シ
.
ツ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
設
立
。

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
致
し
ま
し
た
の

で
、
是
非
の
回
答
を
羚
願
い
致
し
ま

す
。
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゛

二
月
例
会
開
催

二
月
十
三
日
、
正
午
よ
り
N
H
K

奈
良
放
送
局
長
境
正
顯
氏
を

講
師
に
招
き
「
芸
能
番
組
の
裏
話
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
講
話
を
拝
聴
し

た
。
日
頃
、
何
気
な
く
見
た
り
聴
い

た
り
し
て
い
る
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の

番
組
の
裏
に
は
面
白
い
話
、
苦
労
話

等
が
あ
り
、
な
か
に
は
番
組
そ
の
る

の
よ
り
面
白
さ
が
あ
る
も
の
、
想
像

以
上
に
苦
労
が
あ
る
も
の
が
あ
り
ス

タ
ッ
フ
の
苦
労
が
よ
く
わ
か
っ
た
講

話
で
あ
っ
た
。
参
加
者
四
三
名
。

一
.
 
1
 
↓

、生゙
.
"

仕
事
の
つ
か
れ
も
忘
れ
て
、
笑
と
涙

の
新
喜
劇
を
と
と
ろ
ゆ
く
ま
で
楽
し

ん
だ
。

一

え
る
。
し
か
も
、
あ
る
生
物
が
繁
栄

t
る
と
、
そ
の
生
物
の
繁
栄
自
体
が

別
の
環
境
を
作
り
出
し
、
そ
の
環
境

が
別
の
生
物
に
と
っ
て
の
繁
栄
の
条

件
を
作
り
出
す
。
と
ぅ
し
て
遷
移
は

次
の
段
階
へ
と
進
む
。
そ
の
時
代
最

も
栄
え
た
も
の
は
、
常
に
次
の
時
代

に
栄
え
る
も
の
の
た
め
の
士
壊
を
用

意
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
き
わ
め
て

マ
ク
ロ
の
視
点
に
た
て
ぱ
、
魚
類
の

時
代
←
両
生
類
の
時
代
←
昶
虫
類
の

時
代
←
噛
乳
類
の
時
代
←
人
類
の
時

'
'

,

゛
一

一
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①
三
月
例
会

三
月
十
三
日
正
午
よ
り

講
師
、
テ
ー
マ
は
未
定

国
理
事
会三

月
十
三
日
十
四
時
よ
り

00
昭
和
五
十
四
年
度
運
営
事
業

計
画
(
案
)
並
び
江
収
支
予
算

(
案
)
倶
楽
部
室
移
設
に
つ
い

て
を
審
議

⑧
総
会三

月
二
十
日
正
午
よ
り

0

昭
和
五
十
四
年
度
運
営
事
業

0

計
画
(
案
)
並
び
に
収
支
予
算

(
案
)
倶
楽
部
室
移
設
に
つ
い

て
を
審
議

@
講
演
会三

月
二
十
日
十
三
時
三
十

0

分
よ
り

講
師
講
談
師
旭
堂
南
陵

0

師テ
ー
マ
戦
国
武
将
の
人
の

0

使
い
方

こ
れ
か
ら
の
予
定

.

蚕

、
 
E

ミ
.
戚

゛

、

二胤

<
お
願
い
>

先
般
各
委
員
会
の
矧
織
作
り
と
、

今
後
の
事
芥
画
の
参
考
の
た
め
ア

中
座
観
劇
会
開
催

二
月
二
十
三
日
、
大
阪
道
頓
堀
.

中
座
に
於
て
会
員
、
家
族
等
七
五
名

の
参
加
を
得
て
、
藤
山
寛
美
主
演
の

松
竹
新
喜
劇
を
観
劇
し
た
。
日
頃
の

生
態
学
の
主
要
な

概
念
の
一
つ
に
「
遷

移
」
と
い
う
コ
ト
バ

が
あ
る
。
そ
の
定
義

を
述
べ
る
よ
り
も
、

実
例
で
知
っ
て
も
ら

う
と
し
よ
う
0

、

1

企

(

売

経
営
者
の
最
良
の
味
方

"

戦
後
の
渡
来
植
物
セ
イ
タ
カ
ア
ワ

ダ
チ
ソ
ウ
は
、
一
時
、
あ
ら
ゆ
る
空
地

や
提
防
な
ど
に
茲
延
し
て
、
附
近
住

民
の
呼
吸
器
系
に
障
害
を
起
と
す
な

ど
ハ
ム
害
騒
ぎ
を
兆
こ
し
た
と
と
き
え

あ
っ
た
。
そ
れ
が
今
で
は
、
全
く
な

く
な
っ
だ
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の

数
が
大
巾
に
減
っ
て
、
害
を
云
々
す

る
捻
ど
に
至
ら
な
く
な
っ
た
の
か
、

殆
ん
ど
問
題
に
き
れ
な
く
な
っ
た
と

と
は
、
船
気
付
き
の
と
と
だ
ろ
う
。

と
の
よ
う
に
、
自
然
界
に
船
い
て
は

常
に
変
り
つ
づ
け
る
。
例
え
ば
、
耕

作
放
棄
畑
で
は
、
そ
の
年
は
畑
地
雑

草
の
ヒ
メ
シ
バ
な
ど
が
繁
茂
す
る
。

し
か
し
そ
の
翌
年
に
は
、
よ
り
草
丈

の
高
く
な
る
ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
、

ヒ
メ
ジ
ョ
ン
、
オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク

な
ど
の
路
傍
雑
草
か
畑
地
雑
草
が
と

つ
て
か
わ
る
。
四
t
五
年
た
つ
と
多

年
生
草
木
植
物
の
ス
ス
キ
、
チ
ガ

ヤ
、
ト
ダ
シ
バ
の
イ
ネ
科
草
原
と
な

る
。
つ
い
で
、
キ
ブ
シ
、
ヌ
ル
デ
、

ク
ズ
な
ど
の
群
落
が
被
い
、
-
 
0
1

0

入

{
ノ

、

一
五
年
目
に
は
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
の

雑
木
林
に
移
が
す
る
。
八
0
年
な
い

し
-
0
0
年
た
て
ば
、
そ
の
士
地
固

有
の
自
然
林
に
発
達
す
る
。

も
う
少
し
詳
し
く
み
る
と
次
の
よ

う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
は
じ
め
に

岩
石
の
士
地
が
あ
っ
た
と
す
る
。
し

か
し
、
そ
れ
は
何
時
ま
で
も
岩
石
の

ま
ま
で
あ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

ま
十
、
地
衣
類
が
岩
石
に
つ
く
、
そ

し
て
岩
石
を
低
ん
の
少
し
侵
食
し

て
、
士
域
を
作
る
。
す
る
と
そ
と
に

コ
ケ
類
が
や
っ
て
き
て
地
衣
類
を
お

売Ξ6

0

ビ
タ
ミ
ン
E
た
っ
ぷ
り
の

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
小
麦
脛
芽
油

(
註
)
本
文
は
、
宮
脇
昭
「
植
物
と
人
問
」

及
び
立
花
隆
「
思
考
の
技
術
」
に
負

う
と
こ
ろ
大
で
南
る
。

イ

コ

0

戸
L

)

コ

け
の
土
地
か
ら
森
林
が
生
ま
れ
る
ま

で
に
一
、
 
0
0
0
年
の
年
月
が
か
X

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
か
く
て
一

応
、
そ
れ
以
上
余
り
変
化
し
な
い
と

い
う
安
定
し
た
状
態
1
例
え
ば
森
林

の
形
成
1
に
な
っ
て
も
そ
れ
で
終
り

と
い
う
わ
け
で
な
い
。
自
然
は
絶
え

ず
流
動
変
化
す
る
。
生
々
流
転
は
自

然
の
本
性
で
あ
る
。

と
の
よ
う
な
遷
移
は
植
物
の
問
だ

け
で
み
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
生

物
は
、
そ
の
と
き
、
そ
の
と
と
ろ
で

の
環
境
に
最
も
適
応
し
た
も
の
が
栄

天
備

一
局
日

良
 
m

奈
=
 
LT

9 8

、

(

『
繁
栄
」
は
『
衰
微
」

の
前
触
れ

代
へ
の
変
遷
は
、
壮
大
な
遷
移
の
ド

ラ
マ
で
あ
っ
た
と
い
ぇ
よ
う
。

と
ぅ
し
た
遷
移
の
現
象
は
、
も
っ

と
ミ
ク
ロ
の
レ
ベ
ル
で
も
発
見
す
る

と
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
産
業
界

に
お
け
る
繁
栄
業
種
の
交
替
も
そ
う

で
あ
る
。
か
っ
て
の
鉄
道
や
海
運

業
繊
維
産
業
な
ど
は
そ
の
典
型
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
電
機
産
業
に
船
け

る
主
力
製
品
の
移
り
変
り
も
そ
う
で

あ
る
。
逆
説
的
な
よ
う
で
あ
る
が
、

繁
栄
の
追
求
は
同
時
に
墓
穴
を
堀
る

と
と
で
も
あ
る
の
だ
。
か
っ
て
と
の

花
形
産
業
で
あ
っ
た
住
宅
産
業
か
ら

の
撤
退
企
業
は
絶
え
な
い
し
、
目
下

花
形
と
い
わ
れ
る
外
食
産
業
も
本
場

の
ア
メ
リ
カ
で
は
既
に
順
調
な
の
は

六
割
で
残
り
は
苦
し
い
と
い
わ
れ
て

し
るす

べ
て
の
産
業
活
動
は
経
済
環
境

を
変
化
さ
せ
る
。
そ
の
環
境
変
化
に

応
じ
て
休
質
を
変
革
さ
せ
て
い
か
な

い
産
業
は
斜
陽
産
業
化
t
る
と
と
を

免
れ
え
な
い
。
変
化
と
流
動
性
の
時

代
、
不
確
実
性
の
時
代
と
い
わ
れ
る

折
個
々
の
企
業
、
ま
た
然
り
で
あ
る

と
と
を
銘
記
し
て
船
き
た
、
0

し

中
小
企
業
診
断
士
井
上
誠
逸

(

し
の
け
て
し
ま
う
。
コ
ケ
類
は
も
っ

と
岩
石
を
侵
食
し
て
、
そ
れ
だ
け
多

く
の
士
壌
を
作
る
。
あ
る
程
度
士
の

量
が
ふ
ぇ
れ
ば
、
そ
の
士
が
水
分
を

保
持
で
き
る
。
士
と
水
が
あ
れ
ば
、

小
さ
な
種
子
植
物
が
育
つ
と
と
が
で

き
る
。
種
子
植
物
は
さ
ら
に
岩
石
を

士
壊
に
変
え
、
次
第
に
大
き
い
植
物

が
育
つ
と
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
や
が
て
、
小
き
な
木
が
育
ち
、

そ
れ
か
ら
大
き
な
木
が
育
つ
。
か
く

し
て
森
林
が
形
成
さ
れ
る
。
岩
石
だ

三
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支
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企業と家庭に奉仕する

栄相互銀行

イ

社長野村正雄
店奈良市下三条町8番地
店大宮.大安寺.西大寺.学園前・東生駒・天理

郡山(大和小泉)・高田・桜井・桜井北・橿原
五条.下市.上市・大阪(北区南森町)

日帰りから海外旅行まで旅のととなら羚気軽に.ノ
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と
し
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を
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ど
大
阪
府
下
に
三
店
舗
開
店
し
た
。

と
れ
で
、
ス
ズ
キ
グ
ル
ー
プ
の
店

数
は
、
三
月
現
在
、
奈
良
県
下
一
事

業
所
十
二
店
舗
、
大
阪
府
下
に
五
店

舗
と
な
っ
た
。
オ
】
プ
ン
店
は
次
の

通
り

▽
チ
ャ
オ
鴻
池
新
田
店
(
東
大
阪
市

鴻
池
グ
ラ
ナ
リ
ー
コ
ー
ト
内
)

▽
チ
ャ
オ
小
阪
店
(
東
大
阪
市
近
鉄

小
阪
駅
前
)

ワ
チ
ャ
オ
住
道
店
(
大
東
市
住
道
駅

前
ポ
ッ
プ
タ
ウ
ン
内
)
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業
務
拡
張
に
と
も
な

い
支
店
開
設

ー
ひ
か
り
装
飾
1

ひ
か
り
装
飾
麒
1
安
井
正
市
社
長

で
は
、
と
の
憾
ど
業
務
拡
張
に
と
も

な
い
阪
奈
道
路
沿
い
に
宝
来
支
店

(
写
真
〕
を
開
設
し
た
。

同
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五
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一
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1
福
利
厚
生
は
ま
ず
「
退
職
金
制
度
」
の
確
立
か
ら
ー

加
入
資
格
商
工
会
議
所
の
地
区
内

に
あ
る
事
業
主
に
使
用
さ
れ
る
5
才

以
上
伍
才
迄
の
方
。
但
し
兆
才
迄
継

続
し
て
掛
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

加
入
で
き
な
い
方
事
業
主
及
び
事

業
主
と
生
計
を
一
に
す
る
親
族
、
法

人
の
役
員
(
使
用
人
兼
務
役
員
)
を
除

店
舗
、
二
階
が
事
務
所
、
三
階
か
ら

上
が
倉
庫
に
な
っ
て
お
り
、
交
通
利

便
な
と
こ
ろ
を
生
か
し
一
般
装
飾
リ

ー
ス
の
ほ
か
出
張
パ
ー
テ
ィ
ー
の
り

ー
ス
を
主
体
に
営
業
t
る
と
と
忙
し

て
い
る
。
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。
と
の
制
度
は
、
あ
ら
か
じ
め
税

務
署
と
金
融
機
関
に
依
頼
し
て
船
く

と
、
銀
行
な
ど
の
預
金
口
座
か
ら
振

替
に
ょ
っ
て
納
税
t
る
こ
と
が
で
き

ま
す
か
ら
、
納
税
の
た
め
の
手
数
が

少
な
く
て
済
み
、
大
変
便
利
で
す
。

と
の
機
会
に
振
替
納
税
制
度
を
利
用

さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
t
。
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所
得
税
の
確
定
申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
で
す
が
、
も
う
船
済
み
で
し

よ
う
か
。
期
限
問
近
に
な
り
ま
t
と
、
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
か
ら

早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
書
の
害
き
か
た
や
、
確
定
申
告
の
手

引
き
な
ど
に
説
明
し
て
あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、

当
所
中
小
企
業
相
談
所
か
税
務
署
に
船
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

用
意
く
だ
さ
い
。

添
付
資
料
は
お
忘
れ
な
く

一
、
雑
損
控
除
を
受
け
る
と
き
は
、

被
害
を
受
け
た
住
宅
や
家
財
の
損

所
得
税
の
確
定
申
告
と
は
、
一
年

害
額
の
明
細
書

間
の
所
得
と
そ
の
税
金
を
計
算
し
て

ニ
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
と
き

申
告
す
る
手
続
で
t
。

は
、
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が

申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
三
、
生
命
保
険
料
控
除
を
受
け
る
と

き
は
、
支
払
保
険
料
が
一
契
約
に

申
告
を
し
た
り
し
ま
す
と
、
後
で
、

不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な

つ
き
年
問
九
千
円
を
超
え
る
も
の

に
つ
い
て
、
そ
の
支
払
保
険
料
の

く
、
加
算
税
な
ど
も
納
め
な
け
れ
ば

証
明
書

な
ら
な
い
と
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
正
し
い
申
告
を
し
て
く
だ
四
、
損
害
保
険
料
控
除
を
受
け
る
と

き
は
、
支
払
保
険
料
の
証
明
書

き
い
。所

得
税
の
計
算
を
す
る
と
き
に
五
、
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
と
き

は
、
い
ろ
い
ろ
な
控
除
を
受
け
る
と

は
①
建
築
確
器
知
書
の
写
し

と
が
で
き
す
が
、
と
れ
ら
の
控
除
を

②
登
記
箔
謄
本
③
住
民
票
の
写

し
な
ど
の
書
類

受
け
る
に
は
、
確
定
申
告
を
t
る
と

た
だ
し
、
昭
和
五
十
一
年
分
、
叉

き
に
、
領
収
書
や
証
明
書
な
ど
を
添

付
し
た
り
提
示
し
た
り
す
る
と
と
に
は
五
十
二
年
分
の
確
定
申
告
の
と
き

な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
t
。
そ
に
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
た
人
は
、

の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
か
と
れ
ら
の
書
類
を
改
め
て
添
付
t
る

ら
、
申
告
の
際
に
は
あ
ら
か
じ
め
ビ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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ま
た
、
昭
和
五
十
三
年
分
か
ら
住

宅
取
得
控
除
を
受
け
る
人
で
、
住
宅

ロ
ー
ン
に
係
る
割
増
控
除
を
受
け
る

人
は
と
れ
ら
の
書
類
の
ほ
か
、
家
屋

の
取
得
価
額
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

や
、
住
宅
取
得
に
係
る
融
資
額
の
償

還
金
額
等
、
証
明
書
を
添
付
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

六
、
住
宅
貯
蓄
控
除
を
受
け
る
と
き

は
、
積
立
を
し
て
い
る
金
融
機
関

な
ど
か
ら
交
付
さ
れ
る
住
宅
貯
蓄

証
明
書

七
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
確
定
申
告
を

す
る
と
き
は
、
勤
務
先
か
ら
交
付

さ
れ
る
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

<
延
納
の
方
法
>

確
定
申
告
に
ょ
る
所
得
税
は
、
申

告
期
限
と
同
じ
三
月
十
五
日
ま
で
に

納
め
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

一
度
に
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
確

定
申
告
で
納
め
る
と
と
に
な
る
税
額

の
二
分
の
一
以
上
を
三
月
十
五
日
ま

で
に
納
め
る
と
残
り
の
税
額
は
五
月

三
十
一
日
ま
で
延
納
t
る
と
と
が
で

き
ま
す
。
と
の
延
納
を
利
用
す
る
人

は
、
確
定
申
告
書
の
一
面
の
右
下
の

欄
に
延
納
す
る
税
額
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
延
納
期
間
中
は
、
年
七
・

三
バ
ー
セ
ン
ト
の
利
子
税
が
か
か
り

ま
す
。

<
振
替
納
税
>

所
得
税
の
便
利
な
納
税
の
方
法
と

し
て
、
振
替
納
税
の
制
度
が
あ
り
ま
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敷物
お台所用家具
ベビー用家具
座敷机

営業 仁1
ロロ
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ご婚礼組夜具

6つの特徴
1.将来必要な多額の退職金を毎月計画的に準備できます。
2.中小企業退職金共済との重複加入もできます。
3.従業員の確保と安定化がはかれ、企業経営の発展に役立つ。
4.簡単な手続きで加入いただけます。
5.掛金は金融機関の口座振替ができます。
6. 1人10,000円まで、掛金は損金叉は必要経費に算入。
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カーテン

事務用家具
ノレームアクセサリー
タンス
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(附録〕

第126号(第三種郵便物認可)

奈良市内全事業所を一挙掲載

「奈良商工名鑑」完成.ノ
引換えは4月末日まで

懸案であっ九「奈良商工名鑑」がようやく発刊のはこびとなりました。

当所では、ご存知のように、毎年商工名鑑を発刊してまいりましたが、本年より3年に

1度、従来の商工名鑑をより充実させる意味で、市内全事業所約 7,000社を一挙掲載し、

真に゛商工名鑑゛九る内容を備え九冊子とするべく準備を進め、この九び発刊をみるに到
りました。

本名鑑は、このように市内全事業所を網羅したため市内商工業者の実態が把握できると

ともに、ダイレクトリーとしての機能をも合わせ持ち、みなさまの商取引照会等に威力を

発揮するものと確信します。

さて、当所では、本商工名鑑を発刊頒布するにあたり、当所会員に限り、サービスのー

環として無料にて一部をお渡しすることに致しまし九。有効にご活用願い、貴事業活動の

一助にしていただければ幸甚に存じます。

つきましては、下記「奈良商工名鑑引換受領書」に所定事項をご記入のうぇ、 4月末日

までに当所窓口にご持参ください。

本名鑑一部をお渡し致します。

尚、残部希望者には一部5,000円(送料200円)で頒布致しております。

奈良会議所ニュース 昭和54年3月10日(毎月1回10日発行)

奈良商工名鑑引換受領書

奈良商工名鑑 1部

上記、正に受領致しました。

印

社(店)名

担当者名

昭和 年 月 日


